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昭
和
五
十
八
年
十
一
月
十
七
日
提
出 

質

問

第
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

米
軍
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
基
地
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
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年
十
一
月
十
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一 

 



 

こ
の
計
画
の
実
行
に
よ
つ
て
、
人
口
千
百
万
人
を
抱
え
る
首
都
東
京
、
五
百
七
十
万
人
を
抱
え
る
埼
玉
県
に
存

在
し
て
い
る
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
を
結
ぶ
送
受
信
基
地
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
米
戦
略
空
軍
の
核
積
載
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
へ
の
指
令
基
地
に
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
自
衛

隊
機
が
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
の
護
衛
訓
練
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
相
手
国
に
攻
撃
を
仕
掛 

米
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
現
在
、
核
戦
力
増
強
計
画
の
優
先
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
と
称

す
る
戦
略
空
軍
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
の
指
揮
統
制
通
信
機
能
の
改
善
計
画
を
実
行
し
て
い
る
。 

米
軍
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
基
地
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

こ
の
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
と
称
す
る
計
画
が
首
都
圏
の
横
田
基
地
を
中
心
（
所
沢
、
大
和
田
の
送
受
信
基

地
を
含
め
）
に
実
施
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
一
九
八
二
年
七
月
五
日
、
参
議
院
決
算
委
員
会
で
の
日
本
共

産
党
安
武
洋
子
議
員
の
質
問
等
、
国
会
審
議
の
中
で
も
確
認
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

三 

 



 

こ
の
た
め
今
国
民
の
中
に
は
、
日
本
が
、
そ
し
て
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
が
新
し
い
核
戦
争
の
発
火
点
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
、
懸
念
が
急
速
に
広
が
つ
て
い
る
。 

け
る
危
険
性
も
増
大
し
て
い
る
。 

一 

一
九
八
三
年
四
月
十
八
日
の
参
議
院
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
安
武
洋
子
議
員
と
政
府
委
員
と
の
間
で
次
の

よ
う
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。 

「
○
安
武
洋
子
君
…
…
…
こ
れ
は
米
戦
略
空
軍
の
一
九
八
四
年
完
成
を
め
ど
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
い
ま
全
世
界
的
に
改
修
工
事
が
始
ま
つ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
爆
撃
機
、
Ｂ

52
で
す
ね
、
こ
れ
に
対
し
て

最
終
的
な
核
攻
撃
命
令
を
指
令
し
て
い
く
通
信
基
地
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
非
常
に
重
大
な
基
地
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
申
し
上
げ
、
そ
れ
を
お
認
め
に
な
つ
た
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
。
そ
れ
が
周
辺
の

住
民
に
影
響
も
与
え
な
い
と
、
米
軍
基
地
の
中
で
単
に
や
ら
れ
る
か
ら
住
民
に
通
知
を
す
る
必
要
も
な
い
と
い 

よ
つ
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

四 

 



 

右
の
答
弁
は
、
政
府
が
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
及
び
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

米
空
軍
の
計
画
、
さ
ら
に
そ
の
計
画
に
基
づ
く
通
信
施
設
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
承
知
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。 

○
政
府
委
員(

北
村
汎
君) 

た
だ
い
ま
安
武
委
員
の
御
指
摘
に
な
り
ま
し
た
問
題
は
、
こ
れ
は
ス
コ
ー
プ
・
シ

グ
ナ
ル
Ⅲ
の
中
の
一
つ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
申
す
こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
…
…
…
」 

ま
た
、
北
村
政
府
委
員
は
答
弁
で
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｂ

52
に
核
攻
撃
命
令
を
指

令
す
る
通
信
施
設
あ
る
い
は
そ
う
し
た
機
能
を
有
す
る
通
信
施
設
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
解
し
て
よ 

ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

何
か
、
前
二
者
は
ど
う
い
う
関
係
に
な
つ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

う
ふ
う
な
御
認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

五 

 



 

四 

埼
玉
県
の
大
和
田
通
信
基
地
で
も
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

埼
玉
県
の
所
沢
通
信
基
地
で
は
、
現
在
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
の
一
環
と
し
て
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
次
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

我
々
の
調
査
で
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
日
本
国
内
で
は
横
田
基
地
内
と
嘉
手
納

基
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
明
確
に
確
認
を
求
め
た
い
。 

2 

こ
の
工
事
は
ス
コ
ー
プ
・
シ
グ
ナ
ル
Ⅲ
と
の
関
係
は
一
切
な
い
の
か
。 

1 

工
事
期
間
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
な
の
か
、
工
事
内
容
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
工
事
の
中
に
は
ア
ン

テ
ナ
の
新
設
ま
た
は
更
新
も
あ
る
の
か
な
い
の
か
。 

2 

工
事
内
容
は
何
か
、
ま
た
工
事
の
中
に
は
ア
ン
テ
ナ
の
新
設
ま
た
は
更
新
も
あ
る
の
か
な
い
の
か
。 

1 

工
事
期
間
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
な
の
か
。 

い
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

五 
外
務
省
の
北
村
政
府
委
員
は
、
本
年
三
月
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
中
路
雅
弘
議
員
の
質
問
に
対
し
、

「
こ
の
大
和
田
の
通
信
施
設
、
区
域
と
い
う
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
米
側
が
通
信
所
の
円
滑
な
機
能

の
維
持
と
い
う
施
設
、
区
域
の
提
供
目
的
と
い
う
も
の
と
、
そ
れ
か
ら
従
来
か
ら
そ
こ
の
施
設
、
区
域
の
一
部

に
住
ん
で
き
た
日
本
人
の
地
元
住
民
の
生
活
上
の
必
要
と
い
う
こ
の
二
つ
の
要
請
と
い
う
も
の
を
調
和
し
て 

で
き
た
い
ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う 

 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
は
ど
う
い
う
種
類
の
ど
う
い
う
名
称
の
取
決
め
な
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 

い
。 

六 

一
九
八
三
年
二
月
大
和
田
基
地
内
で
、
通
常
日
本
国
民
が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
区
域 

ま
た
、
同
基
地
に
お
け
る
警
察
権
の
行
使
に
関
す
る
取
決
め(

申
合
わ
せ)

が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
現
在
は
日

本
国
民
が
立
入
り
可
能
と
な
つ
て
い
る
区
域
を
有
事(

戦
時)

の
際
に
立
入
り
禁
止
区
域
と
し
た
り
、
あ
る
い
は

交
通
制
限
等
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
取
決
め
は
あ
る
の
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 七 

 



 

ま
た
、
北
村
政
府
委
員
は
、
同
年
三
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
の
中
路
議
員
の
質
問
に
対
し
、

「
（
三
月
）
八
日
に
米
軍
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
も
う
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
ま

こ
と
に
遺
憾
で
あ
つ
た
と
…
…
…
」
と
答
え
、
さ
ら
に
外
務
省
に
も
米
軍
か
ら
同
趣
旨
の
遺
憾
表
明
が
あ
つ
た 

（
日
米
安
全
保
障
条
約
六
条
に
基
づ
く
地
位
協
定
二
条
一
項

(a)
の
提
供
施
設
で
あ
つ
て
も
、
立
入
り
禁
止
が
明

示
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
内
で
は
な
い
区
域
）
に
、
日
本
語
と
英
語
の
両
方
で
日
本
国
民
を
対
象
に
、「
当
施
設

司
令
官
の
許
可
な
く
こ
の
区
域
に
立
入
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
安
全
保
障
法
七

百
九
十
七
号
に
基
づ
き
、「
何
人
も
当
施
設
に
居
る
間
は
身
体
及
び
所
持
品
の
捜
索
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
」
と

明
記
さ
れ
た
大
き
な
警
告
板
が
出
さ
れ
、
住
民
を
仰
天
さ
せ
た
。
同
年
三
月
八
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
中
路

議
員
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
あ
と
、
こ
の
警
告
板
は
米
軍
の
手
で
撤
去
さ
れ
た
。 

こ
の
警
告
板
問
題
は
住
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
る
が
、
何
故
か
か
る
違
法
の
掲
示
が
な
さ
れ
た
の 

か
、
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

七 

大
和
田
基
地
の
提
供
面
積
は
、
外
務
省
か
ら
地
元
市
当
局
へ
の
説
明
に
よ
る
と
、
イ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ブ
エ
リ

ア
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
ユ
ー
ス
エ
リ
ア
か
ら
成
る
と
さ
れ
て
い
る
。
イ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ブ
エ
リ
ア
は
フ
ェ
ン
ス
で
囲

ま
れ
た
立
入
り
禁
止
区
域
の
外
に
か
な
り
広
く
、
何
カ
所
も
設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
イ
ク
ス
ク
ル
ー
シ

ブ
エ
リ
ア
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
ユ
ー
ス
エ
リ
ア
の
相
異
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

在
日
米
軍
司
令
官
ド
ネ
リ
ー
中
将
名
か
、
あ
る
い
は
米
空
軍
一
九
五
六
通
信
群
司
令
名
か
、
そ
れ
と
も
責
任
指

揮
官
名
の
な
い
単
な
る
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
声
明
な
の
か
、
遺
憾
表
明
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス(

記
者
会
見
発
表)

及

び
外
務
省
に
対
す
る
遺
憾
表
明
の
内
容
も
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
米
軍
の
遺
憾
表
明
は
在
日
米
軍
の
ど
の
レ
ベ
ル
の
指
揮
官
の
名
に
よ
る
も
の
か
。 

さ
ら
に
ま
た
、
本
問
題
が
住
民
に
与
え
た
強
い
不
安
か
ら
み
て
、
米
軍
の
遺
憾
表
明
を
住
民
に
広
く
知
ら
せ

住
民
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
く
措
置
を
と
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た
地
域
は
イ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ブ
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
る
の
か
、
イ
ク
ス
ク
ル
ー
シ 

九 

 



 

九 

レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
自
ら
一
昨
年
十
月
、
限
定
核
戦
争
が
あ
り
得
る
こ
と
を
公
言
し
、
核
戦
争
の
危
険
が
現 

八 

自
衛
隊
と
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
と
の
合
同
訓
練
が
最
近
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
次
の
点
に
つ
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

自
衛
隊
は
核
積
載
を
し
た
Ｂ

52
に
対
す
る
護
衛
訓
練
を
現
在
及
び
将
来
も
一
切
や
ら
な
い
と
断
言
で
き
る

の
か
。 

2 

訓
練
内
容
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
。 

1 

合
同
訓
練
は
こ
れ
ま
で
に
何
回
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

ブ
エ
リ
ア
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
ユ
ー
ス
エ
リ
ア
と
比
し
て
国
内
法
の
適
用
に
お
い
て
差
異
は
な
い
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

さ
ら
に
ま
た
、
イ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ブ
エ
リ
ア
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
ユ
ー
ス
エ
リ
ア
の
境
界
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布

状
況
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

実
に
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。 

も
し
有
事
の
際
、
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
な
ど
の
送
受
信
基
地
が
核
積
載
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
へ
の
最
終
指

令
基
地
に
な
れ
ば
、
日
本
が
核
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
最
悪
の
事
態
が
生
ず
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の 

 

際
、
最
初
に
反
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
な
ど
の
通
信
基
地
で
あ
る
こ
と
も
明

白
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
危
険
を
未
然
に
防
止
し
、
日
本
の
平
和
と
国
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
①
ス
コ
ー
プ
・
シ

グ
ナ
ル
Ⅲ
に
基
づ
く
通
信
基
地
改
築
計
画
の
中
止
と
横
田
、
所
沢
、
大
和
田
な
ど
米
軍
基
地
の
撤
去
、
②
自
衛

隊
と
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
に
よ
る
合
同
訓
練
の
中
止
、
を
政
府
は
直
ち
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う 

か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


